
○岡田議長 お静かにしてください。

都で ござ います 。本 日 は、国 頭議 員の 代表質 問に 関連し まし て、

大きく２つ、テーマで質問をしてまいります。

ま ず最 初に、 プレ コ ンセプ ショ ンケ アと女 性の 健康に つい てで

す。

く しく も、昨 日か ら 女性の 健康 週間 が始ま って おりま す。 連帯

のし るし として 、今 日 はミモ ザを つけ て臨ん でお ります 。先 ほど

松田 議員 からも 少子 化 が進ん でい ると いうよ うな お話が あり まし

たが 、ま ず冒頭 に申 し 上げた いの は、 このプ レコ ンセプ ショ ンケ

アは 、少 子化対 策の 文 脈で語 られ るべ きでは ない という こと です。

直訳 すれ ば受胎 前の ケ ア、つ まり 妊娠 前の健 康管 理を意 味し ます

が、 その 本質は 、個 人 の健康 と人 権に 根差し たも のであ り、 国家

の人 口政 策の手 段と し て扱わ れる べき もので はあ りませ ん。 代表

質問 で市 の考え 方を 確 認でき て、 安堵 してい ると ころで す。 プレ

コン セプ ション ケア は 、令和 ２年 に成 育医療 等基 本方針 の中 に位

置づ けら れまし たが 、 令和５ 年に 改定 されて いま す。改 定前 の問

題点 はど んなも ので 、 令和５ 年の 改定 により 問題 点はど のよ うに

解決され、扱いがどのように変化したのか伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 成育 医療 等基 本方針 の改 定前の 問題 点と

改定 後の 解決策 とそ の 扱いの 変化 につ いてで ござ います 。改 定前

は、 安心 ・安全 で健 や かな妊 娠、 出産 、産後 の健 康管理 支援 のた



めの プレ コンセ プシ ョ ンケア 等の 実施 として 位置 づけら れて おり、

その 問題 点とい たし ま しては 、妊 娠希 望者限 定、 女性へ の責 任集

中、 男性 への働 きか け 不足な どが 上げ られま す。 改定後 にお きま

して は、 プレコ ンセ プ ション ケア の対 象を、 主に 将来妊 娠を 希望

する 人だ けでな く、 男 女問わ ず幅 広い 世代の 性、 健康全 般に 広げ、

男女 とも に性や 妊娠 に 関する 正し い知 識を身 につ け、健 康管 理を

行う よう 促すこ とが 明 確化さ れ、 性と 健康に 関す る相談 セン ター

事業 の推 進など 相談 支 援体制 の整 備等 、男女 とも に自身 の健 康管

理を 若年 期から 行う こ とが重 要視 され るよう にな ったと ころ でご

ざいます。

○岡田議長

こ うし た 背景か らも 、プ レコン セプ ション ケア が産

ませ るた めのケ アと し て機能 して しま う危険 性が あり、 人権 の観

点か らも 慎重な 扱い が 求めら れま す。 一方で 、令 和５年 の改 定に

より 、性 と健康 に関 す る相談 支援 体制 の整備 など 、若年 期か らの

健康 管理 の重要 性が 強 調され るよ うに なった 点は 評価で きま す。

しかしながら、ここで大きな矛盾が生じています。

高 市首 相は、 施政 方 針演説 にお いて プレコ ンセ プショ ンケ アの

推進 を掲 げられ まし た が、現 行の 中学 校学習 指導 要領に は、 性交

その もの は扱わ ない と いう、 いわ ゆる 歯止め 規定 が存在 しま す。

この 規定 のため 、学 校 現場で は受 精や 性交と いっ た生物 学的 プロ

セス を具 体的に 教え る ことが 難し く、 プレコ ンセ プショ ンケ アの

前提 とな る知識 の提 供 が不十 分な まま になっ てい ます。 現状 では、

外部 講師 がその 部分 の 情報提 供を 担っ ている わけ ですが 、歯 止め

規定 との 整合性 につ い てはど のよ うに 整理さ れて いるの か伺 いま



す。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 学習 指 導要領 にお ける 、いわ ゆる 歯止め 規定 と、

性教 育に 関する 外部 講 師の活 用の 整合 性につ いて のお尋 ねで ござ

いま す。 性教育 にか か わらず 、学 校は 、外部 講師 を招聘 して 授業

を行 う際 には、 事前 に 講師と 十分 な打 合せを 行い まして 、そ の時

間に 児童 生徒に 身に つ けたい 力や 指導 内容を 十分 に共有 した 上で

実施 をし ており ます 。 性教育 の学 習で も、外 部講 師を招 聘す る際

は、 学習 指導要 領に 定 められ た内 容を 確認し た上 で、教 員と 役割

分担 を明 確にし なが ら 、外部 講師 の専 門性を 最大 限生か した 指導

とな るよ う努め てい る ところ でご ざい ます。 そう いった こと から、

性教 育に おける 外部 講 師の活 用に つい ては、 いわ ゆる歯 止め 規定

との整合性は取れているものというふうに考えております。

○岡田議長

外 部講 師 の方に よる 性教 育は、 大変 質の高 いも ので

ある と仄 聞をし てお り ます。 私も ぜひ 聞いて みた いです し、 市内

の全 校児 童生徒 が聞 く ことの でき る環 境整備 をお 願いし てお きま

す。

こ こで 、鳥取 県の 年 代別妊 娠中 絶実 施率を 御覧 くださ い。 この

グラ フを 見ます と、 全 年代に おい て、 全国平 均よ りも実 施率 が高

いと いう ふうに なっ て います 。こ れは かなり ゆゆ しき状 態だ と思

いま すが 、とか く妊 娠 人工中 絶と いい ますと 性の 乱れと いう よう

なこ とが 議論さ れま す が、こ のよ うに 既婚者 も含 めて全 年代 で実

施率 が高 いとい うこ と は、そ れだ けに とどま らず 、基本 的な 避妊

など につ いての 知識 不 足とい うふ うに 考えら れる のでは ない かと



思い ます 。本年 ２月 ２ 日、緊 急避 妊薬 、いわ ゆる アフタ ーピ ルの

市販 化が ようや く認 め られま した 。こ れによ り、 母体へ の影 響が

大き い人 工妊娠 中絶 が 減るこ とを 期待 すると ころ ですが 、し かし、

この 市販 化に至 るま で には長 い時 間が かかり まし た。産 婦人 科医

など から 繰り返 し指 摘 された のは 、女 性の性 に関 する知 識不 足で

あり 、だ からこ そ、 医 師の管 理下 でな ければ なら ないと いう 主張

でし た。 このよ うな 状 況を打 破す るた めには 、包 括的性 教育 の充

実が 不可 欠です 。山 形 県では 、東 京医 療保健 大学 の渡會 睦子 教授

が作 成さ れた「 人生 を 豊かに 育む 教育 ～性・ 体・ 心の教 育～ 」を

教材 とし て、自 己肯 定 感やコ ミュ ニケ ーショ ンの 向上、 人間 関係

の構 築、 性に関 する 教 育とい った 視点 で取り 組ん でおら れま す。

この 取組 により 、人 工 妊娠中 絶率 の顕 著な減 少が 確認を され てい

ます。

包 括的 性教育 は、 単 なる性 の知 識の 提供に とど まらず 、人 生そ

のも のを 豊かに する 教 育でも あり ます 。です から 、外部 講師 に頼

り切 りで はなく 、学 校 教育の 中で 担い 切れな い部 分につ いて 市と

して も積 極的に 情報 提 供に取 り組 むべ きと考 えま すが、 御所 見を

伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 学校 教育 で担 い切れ ない １０代 の子 ども

たち への 情報提 供に つ いてで ござ いま すが、 先ほ どの教 育長 の答

弁の とお り、包 括的 性 教育に つき まし ては、 学習 指導要 領に 基づ

き適 切に 行うよ う努 め ており 、担 い切 れてい ない とは考 えて いな

いと ころ でござ いま す 。また 、プ レコ ンセプ ショ ンケア の情 報提

供に つき まして は、 １ ０代の 子ど もた ちだけ では ござい ませ んが、



ポス ター やチラ シで 行 ってお り、 今後 はホー ムペ ージ、 ＳＮ Ｓ等

を活 用さ せてい ただ き 、さら に周 知・ 啓発に 取り 組んで いき たい

と考えております。

○岡田議長

包 括的 性 教育は ちゃ んと できて いる と胸を 張ら れる

わけ です ので、 まず 児 童生徒 の理 解度 をしっ かり はかっ てい ただ

いて 、性 に対す る正 し い知識 が身 につ いたこ とを 確認し なが ら、

プレ コン セプシ ョン ケ アにつ いて も進 めてい って いただ くよ う要

望しておきます。

昨 日、 ＮＨＫ 、Ｅ テ レで、 「生 きて いく力 を、 君たち へ」 とい

う番 組が 放送さ れま し た。大 阪市 立田 島南小 中一 貫校で の教 育の

様子 を書 いたド キュ メ ンタリ ーで 、子 どもが 自分 を守り 、幸 せに

生き るた めの力 を育 む 教育が 紹介 され ていま した 。先ほ ど御 紹介

した 山形 県の取 組と 趣 旨はほ ぼ同 じで あり、 文部 科学省 が進 める

生命 （い のち） の安 全 教育と も重 なり ます。 この 生命の 安全 教育

は、 子ど もを性 暴力 の 被害者 にも 加害 者にも させ ないこ とを 目的

とし た教 育です 。こ う いった もの につ いても 、し っかり 取り 組ん

でいただくことを要望しておきます。

我 が国 では、 長ら く 自分を 守る 方法 も相手 を守 る方法 も教 えら

れず 、望 まない 妊娠 を 防ぐた めの 選択 肢すら 十分 に与え られ てき

ませ んで した。 鳥取 大 学医学 部出 身で 東京都 で産 婦人科 クリ ニッ

クを 経営 されて いる 江 夏亜希 子先 生が 、この 本の 中でこ のよ うに

述べ てお られま す。 婦 人科に 行っ たこ とがな くて 、がん 検診 もワ

クチ ンも 受けて ない 状 態で、 妊娠 して 初めて 病院 に来て 、そ れか

ら必 要な 検査を した ら 、もう 既に 子宮 がんで 子宮 を取ら なき ゃい



けな かっ たとか 、出 産 を望ん でい ない のに妊 娠に 気づく のが 遅れ

て、 受診 したと きに は 人工妊 娠中 絶を できる 週数 を超え てい たと

か、 とに かくそ うい う のが多 かっ た。 学校な どで 適切な 性教 育を

受け てい れば、 多く は 防げた はず なの にと語 って おられ ます 。こ

うい った 問題意 識か ら 、江夏 先生 は東 京都で 外部 講師を 随分 たく

さん 務め ておら れる と 聞いて おり ます 。この よう な事例 は、 性教

育の 欠如 がいか に深 刻 な健康 被害 につ ながる かと いうこ とを 物語

って いま す。外 部講 師 が必要 でな くな る教育 体制 こそが 、プ レコ

ンセプションケアの原点であると私は考えます。

先 般、 米子市 で開 催 された 日本 エン ドメト リオ ーシス 学会 、エ

ンド メト リオー シス と いうの は子 宮内 膜症の こと ですが 、伊 木市

長が 米子 市役所 にお け る女性 のヘ ルス ケアに つい て発表 され まし

た。 江夏 先生と とも に 拝聴い たし まし たが、 学会 の中で 、こ の米

子市 の取 組は非 常に 先 進的で ある と高 く評価 をさ れてい まし た。

若い 頃か らの子 宮周 り の健康 維持 は、 働く女 性の みなら ず、 更年

期や 老年 期の女 性の 健 康にも 影響 する ことが 分か ってい ます 。プ

レコ ンセ プショ ンケ ア とその 前提 とな る包括 的性 教育は 、ヒ トパ

ピロ ーマ ウイル スワ ク チンの 男性 接種 への理 解促 進とい う面 から

も重 要で す。性 別に よ らず、 人生 その ものを 豊か にする とい う意

義を 念頭 に、さ らな る 包括的 性教 育と 女性の ヘル スケア の取 組の

強化を強く求めまして、次の質問に移ります。

次は、市民の腎臓を守るために。

初 めに 、そら まめ 腎 臓シー ルの 普及 促進に つい て伺っ てま いり

ます 。代 表質問 での 答 弁から 、慢 性腎 臓病の 進展 を防ぐ ため の事

業メ ニュ ーは用 意さ れ ている もの の、 実際に 必要 な方に 届い てい



ない とい う課題 が明 ら かにな りま した 。どち らの 事業も 重要 です

が、 特に 腎機能 障が い が軽度 の段 階で 治療を 開始 してい ただ くこ

とは 、将 来的な 腎機 能 の低下 を防 ぎ、 薬剤の 増加 や生活 の質 の低

下を 抑え ること につ な がりま す。 その 意味で も、 軽度の 腎機 能低

下の 段階 で専門 医の 話 を聞い てい ただ くこと は非 常に重 要で す。

しか し、 参加者 を増 や すこと には 、ど のよう な課 題があ るの でし

ょうか。

○岡 田議 長

先ほ ど質 問の中 で本 日 ２月２ 日っ てい うのが あっ たんで すけ ど、

３月２日ですよね、本日。

昨年か。

○岡田議長 昨年か。

ち ょっ と 待って くだ さい 。昨年 です 。あ、 今年 だ。

本年。

○岡田議長 本年。じゃあ２月２日というのでいいんですね。

本年。

○岡田議長 本年。分かりました、すみません。

じゃあ答弁を。

橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 講演会 に来 ても らうた めの 課題と いう こと

です けど も、自 覚症 状 がない とい う腎 機能低 下の 特性か ら、 自分

はま だ治 療段階 では な いです とか 、医 療の話 は敷 居が高 いと いっ

たふ うに 受け止 めら れ 、講演 会へ の参 加とい った 行動に つな がり

にくい面があると認識をしております。

○岡田議長



市 が腎 機 能が低 下し てい ますと 案内 しても 、主 治医

から 何も 言われ てい な いのに 、な ぜ市 がそん なこ とを言 って くる

のか とお 叱りを 受け る ことが ある と伺 ってお りま す。実 際に 、そ

の中 には 対策が 必要 で ない方 もい らっ しゃる とい うこと で、 対象

者の 抽出 方法と いう も のを工 夫し ない といけ ない のかも しれ ませ

ん。

こ の講 演会の 参加 者 にお配 りし てい るのが 、こ のそら まめ 腎臓

くん シー ルです 。こ の シール には 、腎 機能の 値を ２種類 書く よう

にな って いるん です が 、特に この ｅＧ ＦＲ、 これ ですね 。ｅ ＧＦ

Ｒと いう のは、 例え ば 腎臓２ つあ って 、それ が機 能が１ ００ ％動

いて いる とした ら今 何 ％ぐら いな のか という のを 端的に 表す よう

な数 字に なって いま す 。これ が、 薬局 の薬剤 師と しては 非常 に有

用な ツー ルであ るな と いうふ うに 感じ ている とこ ろです 。腎 臓で

対処 され る薬剤 は、 腎 機能に 応じ て用 量調節 が必 要とな りま すが、

現状 では その腎 機能 を 薬局で しっ かり と把握 でき ないケ ース も少

なく あり ません 。こ の シール を値 を書 いた上 でお 薬手帳 に貼 って

いた だけ るなら ば、 薬 剤師と して も大 変助か りま すし、 患者 さん

自身 が腎 機能に 関心 を 持つき っか けに もなり ます 。でき れば これ

を国 保加 入者に 限ら ず 、広く 普及 が図 られる こと を期待 して いま

す。 ただ し、先 ほど も ありま した が、 腎機能 の数 値だけ が独 り歩

きを しな いよう 、丁 寧 な説明 が不 可欠 となり ます 。腎機 能は 数値

だけ で判 断する もの で はなく 、年 齢や 持病な どを 踏まえ て総 合的

に評 価す る必要 があ り ます。 そう した 対話を 行い ながら シー ルを

活用 して いくた めに も 、市内 の薬 剤師 との連 携を 御提案 した いと

考えますが、御見解を伺います。



○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 現在実 施し てお ります 講演 会での シー ル配

布に つき まして は、 特 定健診 結果 を基 に、腎 機能 の低下 が懸 念さ

れる 方の フォロ ー支 援 の一環 とし て行 ってい ると ころで ござ いま

す。 お薬 手帳を 通じ た 薬剤師 との 情報 共有の 重要 性は認 識し てお

りま して 、昨年 度も 協 議の場 を持 った ところ でご ざいま す。 今後

も市 民全 体への 啓発 と いう観 点か ら、 薬剤師 会と のさら なる 連携

を模索したいと考えております。

○岡田議長

と ても い い取組 だと 思い ますの で、 ぜひ進 めて いた

だき たい と思い ます 。 薬剤師 の専 門性 は、市 民の 健康増 進に 大き

く寄 与で きるも ので す 。今後 一層 活用 してい ただ けるよ うお 願い

を申し上げます。

次 に、 慢性腎 臓病 に 関する 情報 提供 につい て聞 いてま いり ます。

慢性 腎臓 病は、 早期 に 対処し なか った 場合は もち ろん、 対処 して

いて も進 行する こと が ありま す。 腎臓 の機能 が失 われた 場合 、米

子市で受けられる治療にはどんな選択肢があるのでしょうか。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 慢性腎 不全 に進 行した 場合 は、血 液透 析、

腹膜透析、腎移植といった治療法があると認識をしております。

○岡田議長

で は、 次 に、国 民健 康保 険のレ セプ ト情報 から これ

らの治療を受けている患者数を把握できるのか伺います。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 国保デ ータ ベー スシス テム におき まし て、



人工 透析 者数と 腹膜 透 析者数 は把 握可 能でご ざい ますが 、腎 移植

者数 は把 握でき てお り ません 。ち なみ に、令 和６ 年度は 、人 工透

析者 数１ ２４人 で、 そ のうち 腹膜 透析 者数は ５人 でござ いま した。

○岡田議長

高 齢化 の 影響も あり まし て、こ の人 工透析 者数 とい

うの は年 々減る 傾向 に ありま す。 こう いった 数は 把握で きる もの

の、 腎移 植者数 とい う のは把 握で きな いとい うこ とでし た。 デー

タヘ ルス の基盤 とな る データ が十 分で はない とい う現状 が浮 き彫

りに なっ ており ます 。 腎臓移 植を 御専 門とさ れる 先生に お話 を伺

った とこ ろ、海 外で 研 さんを 積ま れ、 米子に 戻ら れてか ら１ ０１

例の 腎臓 移植を 執刀 さ れたと いう こと でした 。現 在は術 後フ ォロ

ーを 中心 に診療 され て おり、 なか なか 貴重な 診療 の場と なっ てお

りま すの で、県 外か ら も患者 さん が訪 れてい るそ うです 。米 子市

は、 慢性 腎臓病 治療 に おいて 選択 肢が 整って いる まちと 言え ます。

しか し、 当事者 の患 者 さんに 伺っ たと ころ、 その 情報が 十分 に伝

わっ てい ないと いう 課 題があ りま した 。米子 市で 受けら れる 治療

につ いて 、市民 にど の ように 情報 提供 してい くこ とが考 えら れる

でしょうか。

○岡田議長 橋尾市民生活部長。

○橋 尾市 民生活 部長 治療に つき まし ては、 医師 が専門 的判 断に

基づ いて 行う医 療の 範 囲と認 識を して おりま す。 今後も 治療 の判

断は 医療 機関に 委ね る という 原則 を踏 まえつ つ、 本市と いた しま

して は、 予防を 含め た 啓発活 動を 通じ て、市 民が 適切な 時期 に医

療に つな がるこ とが で きるよ う周 知し てまい りた いと考 えて おり

ます。



○岡田議長

お っし ゃ るとお りで して 、治療 に関 する情 報は 誤解

を招 かな いよう 、必 要 な人に 適切 に届 くこと が重 要です 。ま た、

治療 環境 が整っ てい る にもか かわ らず 、市と して その実 態を 把握

でき てい ない状 況が あ ります 。医 療費 の適正 化、 市民の 生活 の質

の維 持の 観点か らも 、 さらな るＤ Ｘの 推進と デー タ活用 の強 化を

求めておきます。

前 段の プレコ ンセ プ ション ケア や慢 性腎臓 病対 策など 、行 政の

中の 医療 や保健 に関 す る部分 を担 って おられ るの は、各 課に 配置

され てい る保健 師さ ん です。 保健 師さ んや理 学療 法士さ んな どの

専門 職を 正規の 職員 と して採 用し 、適 正に配 置さ れてい るこ とは

高く 評価 をして おり ま す。い つも 丁寧 な対応 をし ていた だい てい

ることに、この場をお借りして深く感謝を述べたいと思います。

慢 性腎 臓病に 戻り ま すが、 昨年 ６月 に透析 を中 止した 患者 さん

も、 緩和 ケアと いう 苦 痛を和 らげ る治 療を受 けら れるよ うに なり

まし た。 終末期 にお い ては、 透析 その ものが 苦痛 になる こと もあ

りま すが 、それ をや め ること は尿 毒症 の苦し みを 受け入 れる こと

にな りま す。治 療と と もに、 緩和 ケア も重要 とな ります 。国 政で

は高 額医 療費の 上限 緩 和の検 討が され ていま すが 、自分 らし い最

期を 迎え るとい う観 点 からは 、治 療を 受ける とい う選択 も治 療を

受け ない という 選択 も 担保さ れる 必要 がある と考 えてい ます 。そ

して 、そ れは私 の政 治 テーマ であ る「 病気に なっ ても安 心し て暮

らせ るま ち」の 要素 の 一つで もあ ると 考えて いま す。今 後ど のよ

うな 立場 になる か分 か りませ んが 、米 子市が そん なまち にな りま

すよ う、 引き続 き科 学 の目線 で米 子市 政をチ ェッ クして いく とい



う決意を述べまして、私の質問を終わります。以上です。


